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こ
の
論
文
は
、
遵
徳
法
則
の
演
繹
の
問
題
を
中
心
と
し
て
、

論
と
実
践
の
関
係
が
考
察
の
重
点
に
な
る
。

カ
ン
ト
の
道
徳
思
想
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
理

師

　
カ
ン
ト
が
第
一
批
判
を
書
き
終
え
た
時
、
ま
だ
「
道
徳
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
」
や
、
「
実
践
理
性
批
判
」
（
以
下
夫
々
「
基
礎
づ
け
」
及

び
「
批
判
」
と
略
称
す
る
）
の
計
醐
は
な
か
っ
た
。
第
一
批
判
は
そ
の
灘
冨
名
の
示
す
加
押
く
、
　
一
兀
来
は
実
践
理
性
を
も
含
め
た
全
理
性
能
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

批
判
と
し
て
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
次
の
厨
標
は
、
既
に
一
七
六
〇
年
代
か
ら
の
念
願
で
あ
り
な
が
ら
延
び
延
び
に
な
っ
て
い

る
「
道
徳
の
形
而
上
学
」
（
及
び
「
蔭
然
の
形
而
上
学
」
）
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ト
の
考
え
で
は
、
道
徳
原
理
は
、
「
入
間
に
固
有
な
性
質
に

根
拠
を
置
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
存
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
臨
（
（
｝
H
¢
月
下
ピ
　
ω
辱
　
Q
◎
ド
　
㌧
ド
謬
諺
．
）
然
る
に
普
遜

に
行
わ
れ
て
い
る
道
徳
哲
学
は
、
道
徳
に
於
け
る
純
粋
な
も
の
と
経
験
的
な
も
の
と
を
導
管
せ
ず
に
混
岡
し
て
い
る
た
め
に
、
一
方
で
は

学
問
的
な
不
備
を
招
く
と
共
に
、
他
方
で
は
道
徳
的
実
践
に
対
し
て
も
多
く
の
弊
害
を
与
え
て
い
る
。
そ
こ
で
カ
ン
ト
は
、
か
か
る
「
通

俗
道
徳
哲
学
」
（
。
や
畠
●
ω
■
o
）
に
代
る
正
し
い
学
問
と
し
て
、
「
道
徳
の
諸
原
理
が
、
一
切
の
経
験
的
な
も
の
に
か
か
わ
り
な
く
、
金
く

ア
・
プ
リ
オ
リ
に
純
粋
理
性
概
念
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
」
（
o
や
簿
．
ω
．
。
。
同
）
道
徳
の
形
而
上
学
を
書
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト



は
、
純
粋
な
道
徳
原
理
を
人
間
性
に
基
づ
く
行
為
の
問
題
に
適
潮
す
る
「
応
用
道
徳
哲
学
」
（
・
ワ
。
霊
ω
・
。
。
H
》
揖
欝
・
）
の
重
要
性
を
認
め
、

か
か
る
応
用
の
為
に
は
人
間
性
に
つ
い
て
の
経
験
的
知
識
で
あ
る
「
人
間
学
」
の
必
要
で
あ
る
こ
と
も
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
（
。
や
畠
．

ω
・
G
。
G
。
）
そ
の
前
に
、
道
徳
の
本
質
を
そ
の
純
粋
性
に
於
い
て
究
明
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
道
徳
を
そ
う
で
な
い
も
の
か
ら
区
瀕
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
O
h
鍵
●
毒
¢
昌
今
”
滅
鋤
緊
巴
ω
ζ
Φ
欝
℃
ぴ
団
。
・
弾
。
が
O
o
．
霧
G
。

　
（
2
）
　
カ
ン
ト
の
署
作
か
ら
の
引
用
の
頁
付
け
は
、
℃
窯
ド
ζ
σ
鋒
○
り
餌
豪
邸
。
ぴ
①
芝
①
同
論
⑩
に
よ
る
。
但
し
第
一
批
判
の
み
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
版
全
集
に

　
　
よ
る
。
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と
こ
ろ
で
カ
ン
ト
は
、
第
一
批
判
を
書
い
た
後
に
、
道
徳
の
形
而
上
学
を
書
く
為
に
は
、
そ
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
第
一
批
判
と
は
別

に
、
実
践
理
性
の
批
判
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
大
き
な
思
想
の
発
展
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
第
一
批
判
の
「
先
験
的
方
法
論
」
は
、
為
書
の
中
で
も
最
も
古
い
草
稿
に
基
づ
く
部
分
で
あ
る
と
書
わ
れ
る
が
、
そ
の
第
二
章
の
「
純

粋
理
性
の
基
準
」
（
以
下
一
、
基
準
」
と
略
称
す
る
）
に
は
、
簡
単
な
が
ら
カ
ン
ト
の
道
徳
思
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
基
準
砿
の
道
徳
論
は
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
「
基
礎
づ
け
」
や
「
批
覇
」
の
そ
れ
と
は
大
い
に
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
其
所
に
於
い
て
は
、
道
徳
は
経
験
的
事
実
と
し
て
立
て
ら
れ
、

一
般
に
穏
健
な
常
識
哲
学
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
。
意
志
の
臨
律
の
概
念
は
未
だ
確
立
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
道
徳
法
則
は
ア
・
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

リ
ォ
リ
と
考
え
ら
れ
て
も
、
そ
の
妥
当
性
は
一
定
の
結
果
の
可
能
挫
に
対
す
る
期
待
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
（
切
●
c
。
分
）

自
由
に
関
し
て
も
、
「
感
性
的
衝
動
か
ら
独
立
で
、
従
っ
て
理
盤
か
ら
の
み
表
象
せ
ら
れ
る
動
機
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
得
る
決
意
性
は
露

由
で
あ
る
。
」
（
じ
ご
．
G
。
G
。
O
）
と
誓
わ
れ
、
か
か
る
自
由
は
、
「
経
験
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
陣
露
昏
）
理
牲
に
よ
る
意
志
の

規
定
も
「
自
然
的
原
因
」
（
ヒ
ご
．
。
。
ら
。
H
）
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
叡
知
的
因
果
性
で
は
な
い
。
従
っ
て
実
践
的
年
三
の
事
実
は
決
し
て
先
験
的
自

由
の
実
在
性
を
啓
示
せ
ず
、
先
験
的
自
由
の
問
題
は
実
践
哲
学
に
関
し
て
は
、
全
く
等
閑
に
附
し
て
よ
い
の
で
あ
る
。
（
葭
3

　
（
1
）
　
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
や
デ
ル
ポ
の
考
読
が
あ
る
。
O
轡
》
”
ω
o
プ
≦
魚
窟
①
さ
O
δ
幻
①
一
戯
δ
霧
℃
窯
ざ
。
。
o
℃
窯
。
囚
効
づ
陣
、
ω

　
　
　
　
定
雷
的
命
法
の
基
礎
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簿
。
脅
○
◎
曾
ミ
惨
く
”
⇔
⑦
ま
霧
賢
い
第
弓
款
δ
。
・
ε
ぼ
①
箕
蝕
麓
。
傷
Φ
獣
9
。
導
Ψ
ワ
ト
っ
G
。
心
”
づ
。
け
ρ
卜
。
．

　
（
2
）
　
「
基
準
」
と
「
批
判
」
の
遵
徳
思
想
の
縮
違
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
が
詳
細
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
竃
”
○
¢
驚
○
¢
ぎ
○
き
。
⇒
山
Φ
莚

　
　
図
鉱
8
欝
箕
譜
Φ
け
○
吋
㌶
書
。
号
㌶
溶
鉱
。
。
露
℃
猛
臨
書
。
．
（
閃
Φ
ぐ
器
ぎ
§
診
蝕
8
巴
①
価
①
℃
び
ぎ
ω
ε
ぼ
ρ
6
鐙
”
霊
ω
ρ
隠
も
噂
ω
G
。
目
）

　
（
3
）
　
「
慕
準
」
と
「
基
礎
づ
け
」
の
網
違
は
余
り
に
も
大
き
い
の
で
、
カ
ン
ト
は
第
一
批
判
の
第
二
版
を
出
す
時
に
も
、
「
慕
準
」
を
審
き
改
め
な
い

　
　
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
と
思
わ
れ
る
。
（
o
轡
U
噸
♂
く
．
じ
ご
①
o
ぎ
》
O
o
ヨ
羅
①
艮
p
藁
。
昌
翁
飴
導
、
ω
（
）
附
鐡
（
覧
①
o
出
定
鑓
。
瓢
。
簿
記
刃
Φ
霧
○
ジ
や
置
一

　
　
目
巳

　
然
る
に
第
一
皆
既
を
書
い
た
後
に
、
カ
ン
ト
は
実
践
理
性
の
概
念
か
ら
一
定
の
道
徳
法
門
を
方
式
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て

意
志
の
自
律
を
道
徳
詩
学
の
根
本
概
念
と
し
て
確
立
し
た
。
か
く
て
道
徳
は
今
や
純
粋
理
性
の
事
実
で
あ
る
。
実
践
的
自
由
は
完
全
に
先

験
的
霞
由
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
道
徳
の
命
令
は
も
は
や
如
何
な
る
結
果
の
期
待
に
も
基
礎
づ
け
ら
れ
ず
、
道
徳
的
判
断
は
ア
・
プ
リ
オ

リ
で
綜
合
的
な
実
践
的
判
断
と
考
え
ら
れ
る
。

　
併
し
カ
ン
ト
は
此
所
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
考
え
た
。
一
体
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
で
綜
合
的
な
実
践
的
判
断
は
如
締
に
し
て
可
能
で
あ

る
か
。
か
か
る
判
断
の
可
能
の
中
に
は
、
入
間
が
感
性
の
束
縛
を
離
れ
て
自
発
的
に
行
為
し
得
る
こ
と
、
理
性
が
そ
れ
だ
け
で
実
践
的
た

り
得
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
併
し
そ
の
自
発
的
な
行
為
の
原
理
は
何
で
あ
る
か
、
ま
た
、
そ
の
原
理
は
果
し
て
妥
当
で
あ
る
か
。
こ

の
問
題
の
解
決
な
し
に
は
、
　
一
切
の
道
徳
的
判
断
は
実
は
単
な
る
妄
想
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
従
っ
て
そ
の
解
決
は
純
粋
な
道
徳
原
理

の
体
系
で
あ
る
道
徳
の
形
而
上
学
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
そ
れ
に
先
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
所
に
は
自
・
田
の
問
題
が
深
く
結
び
つ
い
て

い
る
が
、
そ
の
解
決
に
は
も
は
や
第
一
批
判
の
「
弁
証
論
」
に
於
け
る
自
由
の
消
極
的
概
念
や
、
「
基
準
」
の
経
験
的
概
念
で
は
不
充
分
で

あ
り
、
新
し
い
立
場
か
ら
の
よ
り
積
極
的
な
規
定
が
必
要
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
道
徳
的
判
断
の
可
能
性
を
経
験
に
基

礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
実
践
理
性
の
吟
味
が
必
要
に
な
る
。
実
践
理
性
の
吟
味
や
自
営
の
議
論
は
、
理
解
の
困
難
な
「
精
緻

な
議
論
」
（
O
N
§
舞
ω
．
。
。
）
を
含
む
。
そ
こ
で
カ
ン
ト
は
そ
れ
を
、
「
名
前
は
い
か
め
し
い
け
れ
ど
も
」
あ
る
程
度
通
俗
的
で
コ
段
と

理
解
し
易
い
」
道
徳
の
形
而
上
学
か
ら
区
別
し
て
論
じ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
讐
賦
9
）
カ
ン
ト
に
於
け
る
批
判
と
形
而
上
学
の
区
別
は



微
妙
な
問
題
で
あ
り
、
殊
に
彼
が
為
し
遂
げ
た
実
際
の
成
果
の
上
か
ら
は
甚
だ
問
量
的
で
あ
る
が
、
彼
自
身
は
「
基
礎
づ
け
」
や
「
撹
判
」

を
書
く
時
に
は
明
か
に
業
者
を
区
別
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
基
礎
づ
け
」
や
「
批
判
」
の
根
本
問
題
を
探
ろ
う
と
す
る
我
々
に
と
っ

て
は
そ
の
事
実
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　
な
お
「
基
礎
づ
け
」
も
そ
の
本
質
に
於
い
て
は
、
や
は
り
実
践
理
姓
の
批
判
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
初
め
理
性
は
実
践
に
於
い
て
は
比
較
的

容
易
に
正
し
い
途
に
就
き
得
る
か
ら
、
完
全
な
実
践
理
性
の
批
判
は
そ
れ
程
緊
急
で
は
な
い
と
考
え
た
。
（
固
ぴ
箆
）
ま
た
実
践
理
性
の
批
覇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
大
き
な
書
物
に
な
っ
て
、
宿
願
で
あ
る
道
徳
の
形
而
上
学
の
著
作
を
更
に
遅
ら
せ
る
結
果
に
な
る
こ
と
を
怖
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
そ
の
代
作
と
し
て
、
部
分
的
な
実
践
理
姓
の
批
判
で
あ
る
「
基
礎
づ
け
」
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
（
併
し
実
際
に
は
後
に
「
批
覇
」

を
も
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。
）

　
（
1
）
　
o
m
》
’
即
影
．
ρ
O
¢
障
2
ジ
℃
凪
効
。
瓜
。
既
力
①
器
。
ゆ
餌
謬
島
町
○
舜
岡
圃
撞
ざ
や
器
◎
や
ω
9

二

　
　
　
実
践
理
性
の
批
判
の
根
本
問
題
は
大
き
く
二
つ
に
分
れ
る
。
第
一
は
義
務
や
道
徳
の
最
高
原
理
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
発

　
　
見
さ
れ
た
療
理
の
妥
当
を
証
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
カ
ン
ト
は
ヴ
ォ
ル
フ
や
他
の
合
理
主
義
者
等
の
よ
う
に
、
一
そ
し
て
現
代
の
多
く
の
科
学
主
義
的
思
想
家
等
の
よ
う
に
…
義
務
の

　
　
法
則
を
存
在
の
法
則
か
ら
導
き
出
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
我
々
が
自
然
や
入
閥
の
現
実
の
在
り
方
を
如
何
に
詳
細
に
分
析
し
て
も
、
そ

　
　
こ
か
ら
直
ち
に
我
々
が
如
何
に
為
す
べ
き
か
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
下
々
が
科
学
に
よ
っ
て
存
在
か
ら
当
為
を
見
出
す
と
称
す
る

　
　
場
合
で
も
、
実
際
に
は
存
在
の
科
学
的
分
析
か
ら
独
立
に
前
以
て
立
て
ら
れ
た
当
為
の
原
理
を
存
在
の
中
か
ら
読
み
と
っ
て
い
る
こ
と
が

　
　
多
い
。
科
学
的
知
識
は
道
徳
の
理
想
を
実
践
に
移
す
為
に
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
が
、
道
徳
の
理
想
そ
の
も
の
は
科
学
と
は
全
く
異
な

　
　
つ
た
手
続
き
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

398　
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六
〇

　
カ
ン
ト
は
「
基
礎
づ
け
」
に
於
い
て
は
、
「
我
々
の
実
践
理
性
の
常
識
的
使
絹
」
（
し
。
・
卜
。
①
）
か
ら
趨
発
す
る
。
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
道

徳
的
籾
断
に
於
い
て
は
、
道
徳
の
本
質
が
附
託
的
傾
向
性
や
自
愛
の
動
機
か
ら
区
別
さ
れ
る
義
務
の
動
機
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

義
務
の
動
機
は
理
性
的
な
動
機
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
純
粋
理
性
が
実
践
的
た
り
得
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
理
性
が

何
ら
の
呂
的
や
欲
望
に
も
制
約
さ
れ
な
い
客
観
的
原
理
を
自
ら
与
え
、
ま
た
そ
れ
に
従
い
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
カ
ン
ト
は
そ
こ
で
第

二
章
に
於
い
て
実
践
理
性
の
考
察
に
移
り
、
そ
の
無
制
約
的
な
原
理
を
求
め
る
。
「
批
判
」
も
「
基
礎
づ
け
」
の
第
二
章
と
岡
じ
所
か
ら
出

発
す
る
。

　
「
自
然
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
事
物
は
法
則
に
従
っ
て
動
く
。
た
だ
理
性
的
存
在
者
の
み
が
法
則
の
表
象
に
従
っ
て
一
即
ち
原
理
に
従

っ
て
－
行
為
す
る
能
力
」
（
Q
議
論
一
・
ω
・
。
。
腿
）
を
持
っ
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の
能
力
を
意
志
或
い
は
実
践
理
性
と
呼
ぶ
。
実
践
理
性
の

原
理
は
格
率
と
実
践
的
法
躍
と
の
二
種
類
に
区
別
さ
れ
る
。
前
者
は
個
々
の
行
為
者
が
実
際
に
従
う
「
意
欲
の
主
観
的
原
理
」
（
。
や
畠
・

ω
・
ら
諺
欝
諺
・
）
で
あ
り
、
後
者
は
あ
ら
ゆ
る
理
性
的
存
在
者
が
、
若
し
理
性
が
完
全
に
彼
の
欲
望
を
支
配
す
る
場
合
に
は
、
必
然
的
に
従

う
客
観
的
原
理
で
あ
る
。
（
渉
置
．
）
我
々
が
法
則
に
従
っ
て
行
為
す
る
時
、
そ
の
法
則
は
同
時
に
格
率
と
な
る
。
併
し
理
性
的
で
あ
る
と
共

に
感
性
的
に
触
発
さ
れ
る
不
完
全
な
理
蟹
江
存
在
者
は
、
必
ず
し
も
常
に
客
観
的
法
則
に
従
っ
て
行
為
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
完
全
な
る

理
性
的
存
在
者
は
必
然
的
に
法
則
に
従
う
で
あ
ろ
う
が
、
人
間
の
場
合
に
は
強
制
さ
れ
て
そ
れ
に
従
う
の
で
あ
る
。
法
則
が
必
然
的
で
あ

る
の
み
で
な
く
、
同
時
に
強
劇
的
と
考
え
ら
れ
る
時
、
そ
れ
は
「
命
含
」
と
し
て
現
わ
れ
、
か
か
る
命
令
の
方
式
は
「
命
法
」
と
呼
ば
れ

る
。
（
o
℃
●
　
〇
一
け
　
ω
・
　
G
O
継
）
命
法
は
欲
求
せ
ら
れ
る
結
果
に
関
し
て
の
み
意
志
を
規
定
す
る
「
仮
書
電
命
法
」
と
、
意
志
を
端
的
に
規
定
す
る

「
定
書
的
命
法
篇
の
二
種
に
分
れ
る
。
（
O
唱
．
　
O
同
骨
　
ω
噸
　
ω
①
）
為
書
的
命
法
も
あ
る
意
味
で
客
観
的
原
理
で
あ
る
が
、
そ
の
妥
当
は
普
遍
的
、

無
制
約
的
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
仮
製
黒
甜
法
が
、
「
欲
求
能
力
の
対
象
（
実
質
）
を
意
志
の
規
定
根
拠
と
し
て
前
提
す
る
」

（
囚
．
α
9
℃
■
＜
。
ω
．
邸
鴫
i
笛
。
◎
）
実
質
的
原
理
に
基
づ
く
こ
と
に
よ
る
。
あ
ら
ゆ
る
実
質
的
原
理
は
結
局
岡
一
種
類
で
あ
っ
て
「
自
愛
又
は
自

己
幸
福
の
普
遍
的
原
理
に
属
す
る
」
（
o
や
葺
．
○
つ
り
b
。
刈
）
が
、
各
入
が
自
巴
の
幸
福
を
何
所
に
求
め
る
か
は
、
そ
の
時
々
の
快
・
不
快
の
感



　
　
情
や
、
低
次
の
欲
求
能
力
に
依
存
し
て
客
観
的
必
然
性
を
持
た
な
い
。
と
こ
ろ
で
実
践
的
法
剛
か
ら
実
質
を
除
け
ば
、
残
る
も
の
は
「
普

　
　
遍
的
立
法
の
単
な
る
形
式
」
（
。
や
鼻
．
ω
■
。
。
駆
）
で
あ
る
。
実
践
的
法
則
は
か
か
る
普
遍
的
立
法
の
形
式
を
意
志
の
規
定
根
拠
と
し
て
含
む

　
　
定
書
蟻
塚
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
そ
れ
を
一
つ
の
命
題
の
形
で
現
わ
せ
ば
、
「
汝
の
意
志
の
絡
率
が
常
に
同
時
に
普
遍
的
立
法
の

　
　
原
理
と
し
て
妥
当
し
得
る
よ
う
に
行
為
せ
よ
」
（
O
ご
．
　
〇
一
幹
　
ω
●
　
Q
◎
④
）
と
な
る
。
カ
ン
ト
は
こ
れ
が
求
め
ら
れ
た
実
践
的
法
則
或
い
は
「
純
粋

　
　
実
践
理
挫
の
根
本
原
躍
」
（
笹
陣
（
剛
．
）
で
あ
る
と
書
う
。

　
　
　
カ
ン
ト
は
以
上
の
法
購
を
理
性
的
な
意
志
の
概
念
の
中
か
ら
見
讃
し
た
。
意
志
が
義
務
を
遂
行
す
る
能
力
で
あ
る
と
共
に
、
自
ら
そ
の

　
　
義
務
を
創
造
す
る
能
力
で
あ
る
と
い
う
発
言
は
、
理
論
哲
学
に
於
け
る
所
謂
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
に
も
比
せ
ら
れ
る
べ
き
大
き
な
業
績

　
　
で
あ
る
。
道
徳
法
則
の
理
性
的
な
性
格
や
、
そ
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
妥
当
挫
に
つ
い
て
は
、
既
に
当
時
の
他
の
哲
学
者
等
も
充
分
に
知
っ

　
　
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
併
し
彼
等
は
そ
の
形
砺
上
学
に
妨
げ
ら
れ
て
、
法
羅
の
源
泉
で
あ
る
三
牲
の
概
念
か
ら
特
定
の
道
徳
法
則
を
方
式

　
　
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
為
に
道
徳
法
則
の
妥
当
性
は
、
と
か
く
幸
福
主
義
的
に
説
明
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
カ

　
　
ン
ト
は
意
志
の
概
念
か
ら
、
そ
れ
が
完
金
に
自
由
で
あ
る
場
合
の
条
件
を
求
め
て
、
以
上
の
法
購
に
達
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
法
劉
へ
の

　
　
服
従
に
も
は
や
何
ら
の
外
的
動
機
を
求
め
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
意
志
の
自
律
の
概
念
に
基
づ
く
全
く
新
し
い
道
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
哲
学
の
出
発
が
．
翔
能
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
法
へ
の
服
従
が
唯
一
の
真
の
霞
由
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
の
強
い
影
響

　
　
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
（
1
）
　
回
9
沁
。
器
器
鎚
F
U
¢
O
o
黒
構
接
G
り
g
置
押
緩
く
噛
ゲ
。
び
巷
．
＜
頃
轡

　
　
　
此
の
法
購
は
道
徳
の
儀
高
原
理
で
あ
る
か
ら
、
「
入
を
殺
す
な
」
、
「
兵
は
敵
を
殺
す
べ
し
」
と
い
う
よ
う
な
翼
々
の
道
徳
法
麟
や
道
徳
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
購
か
ら
区
甥
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
プ
ロ
！
ド
の
言
葉
を
用
い
る
な
ら
ば
、
セ
カ
ン
ド
・
オ
ー
ダ
…
の
道
徳
原
理
で
あ
る
。
個
々
の

　
　
法
則
や
規
鋼
の
妥
当
は
、
程
度
の
絹
違
は
あ
っ
て
も
、
特
定
の
状
況
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
与
え
ら
れ
た
状
況
が
そ
の
法
認
や
規
翔
に
該
当

　
　
す
る
か
否
か
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
併
し
こ
の
根
本
法
則
は
絶
対
的
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
妥
当
す
る
。
個
々
の
道
徳
法
則
や

4！8　
　
　
　
　
　
定
君
的
命
法
の
基
礎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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六
二

42
8
　
道
徳
規
剛
も
仮
書
的
命
法
で
は
な
く
て
避
雷
的
命
法
で
あ
る
。
そ
れ
ら
も
行
為
者
の
好
・
悪
の
感
情
に
依
存
せ
ず
、
ま
た
周
じ
状
況
に
於

　
　
け
る
す
べ
て
の
人
に
妥
当
す
る
と
い
う
意
味
で
、
絶
命
的
と
碧
い
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
併
し
そ
こ
に
は
状
況
の
如
何
に
拘
ら
ず
妥
当
す

　
　
る
と
い
う
意
味
で
の
絶
対
性
は
な
い
。
カ
ン
ト
は
時
と
し
て
根
本
法
羅
と
髄
々
の
道
徳
法
則
と
の
区
携
が
曖
昧
で
あ
る
が
、
そ
の
区
別
は

　
　
重
要
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
両
者
の
区
甥
が
明
確
で
な
か
っ
た
為
に
、
屡
々
リ
ゴ
リ
ス
ト
と
い
う
不
当
な
非
難
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

　
　
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
1
）
　
O
・
O
●
b
ご
3
巴
”
麟
く
。
↓
団
℃
①
。
・
o
｛
騨
窯
。
跳
↓
び
8
蔓
”
ワ
這
9

三

　
定
言
的
命
法
の
方
式
の
発
見
は
、
未
だ
そ
の
原
理
の
確
立
を
意
味
し
な
い
。
カ
ン
ト
は
「
基
礎
づ
け
」
に
於
い
て
は
通
常
の
遵
徳
的
判

断
か
ら
、
「
批
判
」
に
於
い
て
は
実
践
的
法
灘
の
観
念
か
ら
崖
発
し
、
分
析
と
潮
求
に
よ
っ
て
以
上
の
法
則
に
達
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
客
観
的
妥
当
性
は
ま
だ
記
明
さ
れ
て
い
な
い
。
通
常
の
道
徳
的
判
断
や
実
践
的
法
則
の
観
念
の
中
に
は
、
純
粋
理
性
が
実
践

的
た
り
得
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
も
単
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
カ
ン
ト
の
言
う
よ
う
に
、
分
析

に
よ
っ
て
最
高
原
理
に
達
し
た
後
に
、
こ
ん
ど
は
翻
っ
て
そ
れ
に
よ
っ
て
「
綜
合
的
に
」
逓
常
の
道
徳
的
覇
断
の
妥
当
を
証
明
し
よ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
（
∩
郡
に
謬
篇
一
．
ω
．
c
◎
h
）
そ
の
前
に
定
書
的
命
法
の
妥
当
を
何
ら
か
の
方
法
で
独
立
に
証
面
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
カ
ン
ト

は
、
「
基
礎
づ
け
」
に
於
い
て
は
、
定
需
的
命
法
の
可
能
性
の
「
確
立
」
の
問
題
を
、
そ
の
．
司
能
性
の
「
説
明
」
の
問
題
か
ら
区
溺
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
G
o
．
お
轡
）
即
ち
定
雷
常
命
法
は
、
そ
れ
が
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
が
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
共
に
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
前
に
、
そ
の
可
能
性
そ
の
も
の
が
確
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
定
雷
糞
便
法
の
潰
繹
の
問
題
は
、
購
じ
く
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
綜
合

的
判
断
の
演
繹
で
あ
っ
て
も
、
原
理
の
可
能
性
が
既
に
確
立
さ
れ
て
い
て
、
単
に
そ
れ
の
如
拷
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
を
問
え
ば
足
り
る

数
学
や
物
理
学
の
命
題
の
演
繹
よ
り
は
、
原
理
そ
の
も
の
が
ま
だ
不
確
定
な
形
而
上
学
の
命
題
の
そ
れ
に
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の



　
　
こ
と
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
定
書
的
命
法
や
義
務
の
概
念
は
、
「
空
虚
な
妄
想
や
架
空
の
概
念
篇
（
○
同
§
舞
ω
・
卜
⊃
O
）
で
あ
る
か
も
し
れ
な

　
　
い
。
．

　
　
　
こ
の
問
題
は
定
雷
的
命
法
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
で
綜
合
的
な
実
践
的
命
題
で
あ
る
為
に
囲
難
な
閥
題
と
な
っ
て
い
る
。
我
々
は
経
験
に
訴

　
　
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
書
恩
命
法
の
妥
当
惟
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
経
験
は
如
何
に
あ
る
か
を
教
え
る
の
み
で
、
如
何
に
あ
る

　
　
べ
き
か
を
教
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
定
書
的
命
法
の
可
能
性
そ
の
も
の
を
確
立
す
る
と
い
う
困
難
な
課
題
に
対
し
て
は
経
験
は
役

　
　
に
立
た
な
い
。
一
見
、
定
書
的
と
思
わ
れ
る
命
法
で
も
、
実
は
癬
人
的
利
害
に
基
づ
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
定
言
的
命
法
が
あ

　
　
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
「
如
何
な
る
実
例
に
よ
っ
て
も
、
従
っ
て
経
験
的
に
は
到
底
決
定
せ
ら
れ
得
な
い
。
」
（
8
・
。
同
瞥
ω
．
お
）
併

　
　
し
定
言
的
命
法
の
特
劉
な
困
難
は
、
そ
れ
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
命
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
分
析
的
で
は
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
生
ず
る
。

　
　
　
カ
ン
ト
は
、
仮
言
的
命
法
は
分
析
的
命
題
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
可
能
を
容
易
に
説
隣
で
き
る
と
考
え
た
。
「
A
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
B
を

　
　
為
せ
」
と
い
う
技
術
的
命
法
（
熟
達
の
命
法
）
の
条
件
節
に
は
、
e
理
盤
的
存
在
者
は
A
を
欲
す
る
、
の
他
に
、
⇔
B
は
A
の
手
段
で
あ

　
　
る
、
㊨
「
私
が
結
果
を
完
全
に
欲
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
得
る
の
に
必
要
な
行
為
を
も
岡
時
に
欲
す
る
。
」
（
◎
や
5
　
0
謬
●
　
ω
◎
　
駆
◎
）
が
含
ま
れ

　
　
て
い
る
。
㈲
は
理
性
的
存
在
者
が
、
若
し
理
性
が
傾
向
性
を
支
配
す
る
場
合
に
は
、
必
然
的
に
従
う
行
為
の
原
理
で
あ
る
。
こ
の
原
理
を

　
　
認
め
な
い
こ
と
は
、
理
性
的
存
在
者
で
あ
る
こ
と
に
反
す
る
の
で
あ
る
。
（
仮
言
的
命
法
も
こ
の
原
理
に
基
づ
く
た
め
に
、
あ
る
種
の
客
観

　
　
的
妥
嚢
性
を
含
む
。
）
い
ま
e
と
⇔
と
が
既
に
与
え
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
㈲
に
よ
っ
て
「
B
を
為
せ
賦
と
い
う
帰
結
は
分
析
的

　
　
に
生
ず
る
。
こ
の
場
合
「
分
析
的
に
」
の
意
味
は
帰
結
の
否
定
が
前
提
に
矛
盾
す
る
の
謂
で
あ
る
。
併
し
カ
ン
ト
は
、
普
通
に
は
、
そ
れ

　
　
を
否
定
す
る
こ
と
が
自
己
矛
盾
に
な
る
よ
う
な
命
題
を
分
析
的
命
題
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
分
析
的
と
は
広
義
に
於
い
て

　
　
書
わ
れ
て
い
る
。
単
な
る
理
性
的
存
在
者
の
概
念
は
、
B
を
欲
す
る
と
い
う
概
念
を
労
析
的
に
は
含
ま
な
い
。

　
　
　
し
か
も
技
術
的
命
法
が
分
析
的
で
あ
る
の
は
、
「
意
欲
に
関
す
る
預
り
」
（
o
ワ
鼠
・
¢
Q
。
ゆ
）
に
於
い
て
の
み
で
あ
る
。
理
性
的
存
在
者
が

　
　
実
際
に
A
を
欲
す
る
と
い
う
こ
と
は
分
析
的
に
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
し
て
B
が
A
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
知
る
為
に
は
、
カ
ン

438　
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448　
　
ト
も
認
め
る
如
く
、
数
多
く
の
綜
合
的
な
理
論
的
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
（
。
や
。
搾
・
ω
．
ω
ゆ
略
．
）
従
っ
て
分
析
的
に
知
ら
れ
る
の
は
、
㈲
の

　
　
一
般
的
、
形
式
的
な
意
欲
の
原
理
の
み
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
原
理
も
実
は
既
に
綜
合
的
命
題
の
知
識
、
即
ち
、
出
来
事
に
は
原
因

　
　
が
あ
る
、
と
か
、
我
々
は
出
来
事
を
生
ぜ
し
め
る
カ
を
持
つ
、
と
か
の
理
論
的
知
識
を
前
提
と
す
る
。
目
的
に
対
す
る
手
段
を
意
欲
す
る

　
　
こ
と
は
、
求
め
る
出
来
事
の
原
因
を
意
欲
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
こ
の
原
理
は
、
と
に
か
く
「
意
欲
に
関
す
る
眼
り
は
」

　
　
分
析
的
で
あ
る
。
従
っ
て
カ
ン
ト
の
言
わ
う
と
す
る
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
我
々
が
意
図
す
る
囲
的
の
手
段
を
決
定
す
る
為
に
は
、
あ

　
　
ら
ゆ
る
種
類
の
理
論
的
、
綜
合
的
命
題
が
必
要
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
獲
得
し
た
後
に
は
、
理
性
的
存
在
者
の
行
為
を
支

　
　
配
す
る
原
理
は
、
単
に
、
羅
的
を
意
欲
す
る
こ
と
は
そ
れ
に
必
要
な
手
段
を
意
欲
す
る
、
と
い
う
命
題
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
意
欲
に
関
す

　
　
る
限
り
」
は
分
析
的
命
題
で
あ
る
、
と
。

　
　
　
実
用
的
命
法
（
尊
人
の
命
法
）
に
於
い
て
は
、
A
は
特
定
の
目
的
、
即
ち
幸
福
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
す
べ
て
の
人
が
実
際
に
幸
福
を
求

　
　
め
る
と
考
え
る
。
（
菊
Φ
認
響
G
っ
●
窃
》
語
戸
）
従
っ
て
e
は
、
覆
性
的
存
在
者
は
幸
福
を
欲
す
る
、
で
あ
り
、
C
⇒
は
幸
福
に
対
す
る
手
段
を
決

　
　
隠
す
る
理
論
的
知
識
、
㊧
は
技
術
的
命
法
の
場
合
と
同
じ
意
欲
の
一
般
的
激
賞
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
e
の
目
的
の
概
念
が
甚
だ
漠
然

　
　
と
し
て
い
る
。
我
々
は
幸
福
を
求
め
な
が
ら
も
、
三
分
の
求
め
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
正
確
に
は
知
ら
な
い
。
併
し
と
に
か
く
◎
に
於

　
　
い
て
、
出
来
得
る
限
り
、
幸
福
に
対
す
る
手
段
を
決
定
し
た
場
合
に
は
、
㈲
に
よ
っ
て
そ
れ
を
必
然
的
に
意
欲
す
る
。
そ
し
て
、
実
際
に

　
　
は
一
時
的
な
欲
望
や
意
志
の
弱
さ
に
妨
げ
ら
れ
て
．
必
ず
し
も
そ
れ
に
従
わ
な
い
不
完
全
な
理
性
的
存
在
考
の
場
合
に
は
、
そ
れ
を
意
欲

　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
の
原
理
も
、
幸
福
に
対
す
る
手
段
を
決
定
す
る
C
⇒
の
手
続
き
に
於
い
て
、
多
く
の
綜
合
的
知
識
を
必
要
と
す
る

　
　
け
れ
ど
も
、
「
意
欲
に
蘭
す
る
隈
り
」
は
分
析
的
命
題
で
あ
る
。

然
る
に
定
書
的
命
法
は
、
仮
書
懸
命
法
と
異
な
り
、
冷
評
的
命
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
あ
る
行
為
の
意
欲
を
、
既
に
前
提
さ
れ
て
い
る



　
　
意
欲
か
ら
導
き
鵠
す
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
れ
を
或
る
理
嫉
的
存
在
者
の
意
志
の
概
念
に
、
そ
の
意
志
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
或

　
　
る
も
の
と
し
て
、
直
接
に
結
び
つ
け
る
。
」
（
○
吋
β
雛
鳥
一
．
　
ω
◎
　
幽
G
◎
　
諺
昌
ヨ
．
）

　
　
　
カ
ン
ト
は
定
書
的
命
法
の
可
能
の
問
題
を
、
「
基
礎
づ
け
」
に
於
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
。
定
器
的
命
法
の
演
繹
は
、
他
の
ア
・
プ

　
　
リ
ォ
リ
な
綜
合
的
命
題
の
演
繹
の
場
合
と
同
様
に
、
第
三
の
概
念
の
媒
介
が
必
要
で
あ
り
、
自
由
の
概
念
が
そ
の
役
劇
を
果
す
。
彼
は
、

　
　
「
意
志
と
は
理
性
的
で
あ
る
隈
り
の
存
在
者
に
属
す
る
因
果
性
の
一
種
で
あ
る
。
」
（
ω
・
ぱ
）
と
い
う
意
志
の
蒼
し
い
定
義
を
提
示
す
る
。

　
　
か
か
る
意
志
が
自
習
で
あ
る
と
は
、
外
的
な
原
因
か
ら
独
立
に
因
果
的
に
作
用
し
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
こ
ろ
で
「
因
果
性
の
概
念

　
　
は
法
購
の
概
念
を
含
ん
で
い
る
」
か
ら
、
虞
愚
な
意
志
は
無
法
別
な
意
志
で
は
な
く
、
寧
ろ
、
「
不
変
の
法
則
に
従
う
因
果
性
」
で
あ
る
。

　
　
（
薫
鮮
）
併
し
此
の
法
則
は
他
か
ら
与
え
ら
れ
る
時
に
は
、
自
然
必
然
盤
の
法
則
に
な
る
か
ら
、
自
ら
与
え
た
法
購
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
即
ち
、
自
由
と
嵐
律
と
は
岡
じ
で
あ
る
。
し
か
も
既
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
意
志
の
自
律
は
道
徳
の
最
高
原
理
で
あ
る
か
ら
、
「
陶
磁
な
意

　
　
志
と
遵
徳
法
則
に
服
す
る
意
志
と
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
」
（
ω
●
誤
）
故
に
自
署
が
前
提
さ
れ
る
な
ら
ば
、
自
律
の
原
理
も
道
徳
の
原
理
も
、

　
　
自
由
の
概
念
の
単
な
る
分
析
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
（
筐
9
）

　
　
　
併
し
以
上
の
議
論
は
、
な
お
、
分
析
的
で
あ
る
。
我
々
が
真
に
自
由
の
概
念
を
媒
介
と
し
て
、
定
雷
的
命
法
の
可
能
を
基
礎
づ
け
よ
う

　
　
と
す
る
な
ら
ば
、
単
に
自
由
な
る
意
志
の
定
義
や
特
徴
を
述
べ
る
だ
け
で
な
く
、
理
性
的
存
在
者
が
実
際
に
上
述
の
意
昧
に
於
い
て
自
由

　
　
で
あ
る
こ
と
を
承
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
カ
ン
ト
は
此
所
で
先
ず
理
論
理
性
の
働
き
に
呼
野
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
理
論
理
屈
も
そ
の
判
断
や

　
　
推
論
の
働
き
に
於
い
て
は
、
自
か
ら
を
単
に
外
か
ら
規
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
若
し
あ
ら
ゆ
る
判
断
が
、
先
立
っ

　
　
心
的
現
象
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
み
で
、
理
性
の
把
握
す
る
前
提
と
帰
結
の
必
然
的
関
係
に
規
定
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
正
し
い
判
断
と

　
　
誤
れ
る
判
断
と
の
区
別
は
な
く
な
り
、
ひ
い
て
は
真
理
と
い
う
も
の
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
理
性
は
自
ら
を
理
姓
と
し
て
意
識
す

　
　
る
な
ら
ば
、
「
自
己
霞
身
を
外
的
な
影
響
か
ら
独
立
に
、
繍
己
の
原
理
を
創
造
す
る
も
の
と
み
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
（
o
Q
・
刈
①
眺
・
）
隅
様

　
　
に
理
性
的
存
在
者
は
、
行
為
に
於
い
て
も
彼
の
理
挫
的
意
志
が
慮
己
の
行
為
の
源
泉
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
原
理
に
従
っ
て
働
き
得
る
と
前
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46
8
　
冷
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
と
は
彼
が
自
由
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
下
に
の
み
、
即
ち
、
「
自
由
の
理
念
の
下
に
の
み
」
（
ω
。
“
①
）
行
為
し

　
　
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
上
の
主
張
は
自
由
が
実
際
に
存
在
す
る
と
い
う
、
理
論
的
証
明
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
行
為
の
主
体
の
立
場

　
　
と
し
て
は
こ
れ
で
充
分
な
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
理
論
的
に
自
由
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
存
在
者
に
対
し
て
妥
当
す
る
法
則
は
、
自
由

　
　
の
前
提
の
下
に
の
み
行
為
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
存
在
者
に
対
し
て
も
妥
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
（
ω
．
　
刈
O
　
諺
昌
導
．
）

　
　
　
カ
ン
ト
は
か
く
て
、
自
由
の
理
念
の
媒
介
に
よ
っ
て
定
言
的
命
法
の
先
験
的
演
繹
が
為
し
遂
げ
ら
れ
た
と
考
え
た
。
理
性
的
存
在
者
は

　
　
自
由
の
前
提
の
下
に
の
み
行
為
し
得
る
と
い
う
主
張
は
、
こ
れ
迄
の
分
析
的
議
論
と
は
異
な
り
、
理
性
的
存
在
者
に
積
極
的
に
自
露
を
帰

　
　
す
る
綜
合
的
立
言
で
あ
り
、
定
言
的
命
法
が
実
際
に
可
能
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
。
ま
た
、
自
由
は
自
律
及
び
道
徳
の
原
理
に
等
し
い

　
　
か
ら
、
理
性
的
存
在
者
は
霞
律
の
原
理
、
道
徳
の
原
理
に
従
う
と
い
う
前
提
の
下
に
も
行
為
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
此
所
に
定

　
　
書
的
命
法
の
妥
当
牲
は
証
明
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
「
基
礎
づ
け
」
に
於
け
る
演
繹
の
議
論
に
は
、
他
に
も
な
お
幾
つ
か
の
付
属
的
議
論
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
は
強
い
形

　
　
而
上
学
的
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る
場
所
で
は
、
人
聞
は
理
論
理
性
と
し
て
叡
知
体
で
あ
り
、
そ
の
故
に
叡
知
的
琶
界
に
属

　
　
し
、
そ
の
故
に
自
由
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
故
に
道
徳
法
則
に
服
す
る
、
と
論
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
ω
．
G
。
b
。
｛
噸
）
ま
た
他
の
場

　
　
所
で
は
、
定
雷
的
命
法
は
叡
知
的
世
界
の
成
員
と
し
て
の
本
来
的
輪
帯
に
起
源
し
、
「
単
な
る
現
象
に
属
す
る
も
の
は
、
必
然
的
に
物
霞
体

　
　
の
性
質
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
る
」
か
ら
、
定
書
筆
意
法
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
主
．
遷
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
（
ψ
り
H
）
カ
ン
ト
は
こ

　
　
れ
ら
の
形
而
上
学
的
議
論
に
よ
っ
て
演
繹
の
議
論
を
補
い
、
且
つ
強
化
し
得
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
併
し
「
基
礎
づ
け
」
の
行
っ
た
演
繹
の
議
論
に
は
、
幾
つ
か
の
類
題
が
あ
る
。
カ
ン
ト
の
議
論
は
、
結
周
、
理
性
が
行
為
に
於
い
て
は

　
　
自
ら
を
自
霞
な
も
の
と
み
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
、
実
践
理
性
の
自
覚
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
理
性
の
自
覚
は
何
よ
り
も
そ
の
働
き

　
　
の
中
に
示
さ
れ
る
原
理
の
把
握
に
基
づ
い
て
い
る
。
従
っ
て
理
牲
が
自
ら
を
自
由
と
み
な
す
の
も
、
理
性
が
そ
の
働
き
の
原
理
を
自
覚
す

　
　
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
若
し
そ
う
な
ら
ば
、
理
牲
的
存
在
者
に
、
定
言
的
命
法
の
把
握
か
ら
独
立
に
自
由
を
帰
す
る
こ
と



は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
順
序
は
寧
ろ
定
書
的
命
法
か
ら
自
由
へ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
理
牲
的
存
在
者
は
自
由

の
前
提
の
も
と
に
行
為
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
主
張
を
認
め
る
と
し
て
も
、
こ
の
主
張
は
そ
れ
肖
身
綜
合
的
命
題
で
あ
る
の
か
、
分
析
的

命
麩
で
あ
る
の
か
。
若
し
そ
れ
が
新
し
い
綜
合
的
命
題
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
々
は
理
性
的
存
在
者
と
艶
紅
を
媒
介
す
る
た
め
に
、
更
に
薪

た
な
る
第
三
の
概
念
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
カ
ン
ト
は
時
と
し
て
そ
れ
を
叡
知
的
徴
界
の
成
員
の
理
念
の
う
ち
に
求
め
て
い
る
よ
う
に
も

み
え
る
。
併
し
し
ば
ら
く
そ
の
議
論
の
当
否
を
問
わ
ず
に
、
仮
令
そ
こ
に
第
三
の
概
念
を
兇
出
し
得
る
と
し
て
も
事
態
は
同
じ
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
手
続
き
は
、
　
一
定
の
段
階
に
於
い
て
理
性
が
そ
れ
霞
身
の
必
然
的
な
働
き
を
直
接
に
把
握
し
得
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ど
こ
ま
で
も
続
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
も
大
き
な
問
題
は
次
の
点
に
あ
る
。
カ
ン
ト
は
道
徳
的
考
察
と
は
独
立
に
、
先
ず
自
由
の
概
念

を
確
立
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
定
言
的
命
法
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
道
徳
に
馨
り
の
な
い
理
論
的
考
察
か
ら
道
徳
の
原
理
を
ひ

き
出
す
こ
と
は
明
か
に
不
可
能
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
の
議
論
に
は
他
に
も
屡
々
強
い
形
而
上
学
的
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

併
し
自
由
や
叡
知
的
世
界
の
成
員
に
関
す
る
理
論
は
、
道
徳
の
原
理
を
独
断
的
形
而
上
学
や
科
学
的
自
然
主
義
の
攻
撃
か
ら
防
ぐ
為
に
必

要
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
ら
が
直
接
に
道
徳
の
原
理
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
（
1
）
　
o
h
譲
．
ト
℃
簿
o
P
↓
ぴ
o
O
象
㊦
α
q
o
工
。
亀
一
B
聴
難
無
く
ρ
ワ
楠
＆
．

五

　
　
　
カ
ン
ト
は
、
「
批
判
」
に
於
い
て
は
以
上
の
幾
つ
か
の
困
難
を
ほ
ぼ
克
服
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
「
批
判
」
に
於
け

　
　
る
演
繹
の
議
論
は
、
　
一
晃
、
甚
だ
消
極
的
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
「
純
粋
実
践
理
性
の
原
則
の
演
繹
に
つ
い
て
」
と
い
う
節
を
設
け
て
い
る

　
　
に
拘
ら
ず
、
そ
の
演
繹
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
（
ω
陰
①
O
h
）
ま
た
、
そ
の
原
賜
は
「
理
牲
の
事
実
」
と
し
て
、
「
そ
れ
露
身
に
於
い
て

　
　
確
立
せ
ら
れ
て
い
る
」
（
も
α
●
錘
貼
■
）
か
ら
演
繹
を
必
要
と
し
な
い
と
も
述
べ
る
。
そ
し
て
そ
の
代
り
に
道
徳
法
醐
に
よ
る
解
由
の
演
繹
を

　
　
論
じ
て
い
る
。
併
し
理
論
理
性
の
原
則
の
演
繹
は
可
能
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
践
理
性
の
原
則
の
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
と
書
う
時
、
カ

478　
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ン
ト
は
両
者
の
相
違
を
余
り
に
も
強
調
し
過
ぎ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
カ
ン
ト
は
、
第
一
批
判
に
於
い
て
科
学
の
客
観
的
妥
当
性
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
時
、
先
ず
科
学
の
究
極
の
制
約
が
因
果
性
の
原
理
で

　
　
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
彼
が
ヒ
ュ
…
ム
の
非
難
を
斥
け
て
、
因
果
概
念
の
妥
当
を
基
礎
づ
け
る
議
論
の
仕
方
は
、
次
の
よ
う
な

　
　
も
の
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
因
果
の
必
然
性
を
否
定
す
る
け
れ
ど
も
、
彼
が
そ
の
理
論
を
構
成
す
る
時
、
実
は
既
に
因
果
関
係
の
前
提
に

　
　
立
っ
て
い
る
。
何
故
な
ら
ば
、
因
果
関
係
が
単
に
習
慣
に
よ
っ
て
是
認
さ
れ
た
観
念
の
主
観
的
連
合
に
過
ぎ
な
い
な
ら
ば
、
彼
を
し
て
そ

　
　
の
結
論
へ
の
帰
納
的
推
論
を
可
能
な
ら
し
め
た
資
料
そ
の
も
の
が
利
用
で
き
な
く
な
る
。
我
々
は
因
果
関
係
を
前
提
と
し
て
の
み
、
出
来

　
　
事
の
客
観
的
秩
序
と
表
象
の
主
観
的
継
起
の
欝
欝
が
出
来
る
の
で
あ
り
、
帰
納
的
推
論
は
前
考
か
ら
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
不
確
定
な
後

　
　
者
か
ら
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
b
ご
・
b
。
念
出
・
）
即
ち
、
カ
ン
ト
の
行
っ
た
科
学
の
演
繹
は
、
先
ず
そ
の
必
然
的
鰯
約
を
明
か
に
し
、

　
　
次
い
で
そ
れ
の
否
定
の
も
た
ら
す
不
条
理
な
結
果
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
カ
ン
ト
自
身
の
否
定
に
も
拘
ら
ず
、
定
書
的
命
法
の
演
縄
も
隅
じ
方
向
に
於
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
カ
ン
ト
も
実
際

　
　
に
は
以
上
の
よ
う
な
演
繹
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
は
定
雷
的
命
法
を
自
然
の
法
躍
や
形
而
上
学
的
命
題
か
ら
導
き
出
し
た
の
で
は
な
い
。
彼
は
「
基
礎
づ

　
　
け
」
に
於
い
て
は
、
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
道
徳
的
判
断
か
ら
出
発
し
、
そ
の
究
極
の
制
約
を
求
め
て
、
定
雷
身
命
法
の
方
式
に
達
し
た
。

　
　
ま
た
彼
が
「
配
管
」
に
於
い
て
、
よ
り
綜
合
的
に
、
実
践
的
法
劉
の
…
観
念
か
ら
出
発
し
て
そ
の
方
式
を
求
め
た
時
に
も
、
「
基
礎
づ
け
」
の

　
　
行
っ
た
通
常
の
道
徳
的
観
念
の
分
析
は
、
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
ω
．
り
）
従
っ
て
カ
ン
ト
の
発
見
し
た
方
式
は
、
あ
ら
ゆ

　
　
る
道
徳
的
覇
断
の
根
底
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
原
理
で
あ
り
、
そ
れ
を
離
れ
て
道
徳
的
覇
断
と
い
う
も
の
は
な
い
の
で

　
　
あ
る
。
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
個
々
の
道
徳
的
判
断
の
否
認
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
て
、
道
徳
的
判
断
そ
の
も
の
の
否
定
を
意
味

　
　
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
我
々
に
定
欝
的
命
法
を
道
徳
の
原
理
と
し
て
承
認
せ
し
め
る
強
い
根
拠
に
な
る
。

　
　
　
併
し
カ
ン
ト
は
そ
れ
だ
け
で
満
足
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
最
初
に
出
発
し
た
凋
断
か
ら
、
そ
の
究
極
の
制
約
を
求
め
て
疑
る
時
、



我
々
は
単
に
各
々
の
新
し
い
判
断
が
そ
れ
に
先
立
つ
聖
断
の
正
し
さ
の
制
約
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
み
で
な
く
、
そ
の
新
し
い
判
断
の
正

し
さ
に
対
し
て
も
、
最
初
の
覇
断
に
対
す
る
の
と
態
様
の
洞
察
を
持
ち
得
る
と
考
え
た
。
特
に
分
析
と
湖
行
の
最
後
に
於
い
て
一
つ
の
特

別
な
判
断
に
勢
達
し
、
そ
れ
は
完
全
な
確
実
性
に
よ
っ
て
確
立
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、
理
性
的
存
在
者
は
必
然
的
に
あ
ら
ゆ
る
縦
割
的
存
在

者
に
妥
当
す
る
普
遍
的
な
原
理
に
従
っ
て
行
為
す
る
、
と
い
う
判
断
は
、
「
純
粋
理
性
の
事
実
と
し
て
与
え
ら
れ
、
」
そ
の
事
実
は
，
「
ア
・

プ
リ
オ
リ
に
我
々
に
意
識
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
確
実
で
あ
る
。
」
（
H
〈
’
山
・
℃
。
ノ
か
ω
「
O
H
）
こ
の
無
制
約
的
な
客
観
的
法
則
は
、

不
完
全
な
理
性
的
存
在
考
で
あ
る
我
々
に
は
定
欝
的
命
法
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
の
法
則
は
、
あ
ら
ゆ
る
道
徳
的
判
断
を
成
立
さ
せ
る
必

然
的
制
約
で
あ
る
と
共
に
、
更
に
我
々
が
理
性
的
存
在
考
と
し
て
、
そ
の
原
理
の
必
然
性
を
そ
れ
自
身
と
し
て
も
直
擾
に
把
握
で
き
る
こ

と
を
主
張
し
得
る
な
ら
ば
、
そ
れ
の
道
徳
原
理
と
し
て
の
基
礎
は
益
々
強
化
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

山ノ、

　
　
　
以
上
の
演
繹
の
議
論
に
は
、
な
お
写
譜
の
議
論
が
付
属
す
る
。
陶
由
は
「
基
礎
づ
け
」
の
場
合
と
異
な
っ
て
今
や
定
書
的
命
法
の
把
握

　
　
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
懸
盤
的
薬
喰
者
の
行
為
に
於
け
る
必
然
的
条
件
で
あ
り
、
「
道
徳
法
鋼
の
存
在
根

　
　
拠
」
（
o
や
。
罫
ω
噸
直
》
昌
幹
）
で
あ
る
。
カ
ン
ト
も
「
批
判
」
に
於
い
て
は
、
道
徳
法
則
の
演
繹
よ
り
も
却
っ
て
歴
歴
の
演
繹
に
い
ろ
い

　
　
ろ
と
苦
心
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
カ
ン
ト
は
自
由
の
問
題
を
非
常
に
困
難
な
立
場
か
ら
忙
し
た
。
彼
は
一
方
に
於
い
て
現
象
界
に
対
す
る
因
果
律
の
妥
当
を
誰
よ
り
も
強

　
　
く
主
張
す
る
。
因
果
概
念
の
一
…
輔
般
に
範
疇
の
一
箪
轟
挫
を
証
明
す
る
カ
ン
ト
の
議
論
に
は
、
内
的
世
界
へ
の
適
燭
に
関
し
て
多
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
の
問
題
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
弁
難
身
は
、
露
由
の
聞
題
に
於
い
て
は
、
現
象
的
自
我
に
対
し
て
も
徹
底
し
た
困
果
律
の
支
配
を
認
め
て
い

　
　
る
。
従
っ
て
彼
の
立
場
は
、
隣
じ
く
意
志
の
自
由
を
主
張
す
る
立
場
で
あ
っ
て
も
、
意
志
が
先
立
つ
原
因
に
よ
っ
て
完
全
に
規
定
し
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
因
果
的
連
鎖
の
き
れ
目
に
於
い
て
自
由
を
立
て
よ
う
と
す
る
多
く
の
非
決
定
論
者
と
は
異

498　
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な
っ
て
い
る
。
カ
ン
ト
の
場
合
に
は
あ
く
迄
「
感
性
的
世
界
の
一
切
の
出
来
事
は
、
不
変
の
果
然
法
鋼
に
従
っ
て
導
通
的
な
閣
連
を
な

　
　
す
」
の
で
あ
る
。
（
H
（
’
　
（
副
「
　
円
．
　
＜
■
　
じ
ゴ
●
　
笛
①
駆
）

　
　
　
（
1
）
　
（
弼
〉
胴
○
．
国
≦
ぎ
蓼
題
弓
酔
”
。
・
ρ
、
審
象
讐
¢
募
o
h
6
雲
終
｝
謬
》
♂
o
ぞ
考
・
＜
門

　
　
　
し
か
も
カ
ン
ト
の
求
め
る
霞
由
の
概
念
は
、
厳
し
い
意
味
に
於
け
る
そ
れ
で
あ
る
。
　
一
時
の
欲
望
を
抑
え
て
将
来
の
幸
福
を
慮
る
行
為

　
　
の
中
に
も
、
あ
る
意
味
の
自
由
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ン
ト
も
前
批
判
期
に
於
い
て
は
、
1
一
そ
し
て
既
述
の
如
く
、
第
一
批
糊

　
　
の
「
基
準
し
に
於
い
て
も
一
か
か
る
熟
慮
の
行
為
を
自
由
と
考
え
た
。
併
し
彼
は
次
第
に
か
か
る
「
心
理
的
、
比
較
的
自
由
」
（
緊
・
島
や

　
　
く
．
ω
．
H
卜
。
朝
）
の
概
念
で
は
不
充
分
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
道
徳
法
則
と
責
任
の
．
珂
能
の
基
礎
に
な
る
膚
由
の
問
題
に
於
い
て

　
　
は
、
自
然
的
照
果
性
が
内
的
根
拠
に
よ
る
か
外
的
根
拠
に
よ
る
か
、
或
い
は
前
者
の
場
合
に
は
、
そ
れ
が
本
能
に
基
づ
く
か
理
性
に
基
づ

　
　
く
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
「
若
し
こ
れ
ら
の
規
定
根
拠
が
、
そ
の
存
在
の
根
拠
を
．
騨
闘
的
に
先
立
っ
状
態
に
於
い
て
持
つ

　
　
な
ら
ば
、
…
…
そ
れ
は
駆
虫
の
必
然
的
制
約
の
下
に
立
つ
。
」
（
ε
■
簿
．
¢
嵩
恥
）
そ
こ
に
何
ら
か
の
惣
由
を
認
め
得
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
結
局
、
「
一
度
ぜ
ん
ま
い
を
ま
け
ば
ひ
と
り
で
に
そ
の
運
動
を
継
続
す
る
、
自
動
機
械
の
自
由
と
異
な
る
所
が
な
い
。
」
（
・
ワ
・
．
狸
ω
・
嵩
的
）

　
　
即
ち
カ
ン
ト
は
一
切
の
先
立
つ
時
間
に
於
け
る
出
来
事
に
地
塁
さ
れ
な
い
先
験
的
、
絶
対
的
な
意
味
の
陰
暗
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
そ

　
　
し
て
彼
は
此
の
点
に
於
い
て
、
殆
ど
す
べ
て
の
先
人
等
と
立
場
を
異
に
す
る
。

　
　
　
従
っ
て
か
か
る
霞
歯
の
実
在
を
理
論
的
に
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
理
論
的
に
証
明
せ
ら
れ
得
る
の
は
、
因
果
の
範
晦
に
從
う
こ

　
　
と
に
よ
っ
て
認
識
の
対
象
と
な
り
得
る
心
理
的
、
経
験
的
欝
由
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
カ
ン
ト
は
実
践
的
誼
明
を
試
み
る
、
或
い
は
、
実

　
　
践
的
証
明
を
試
み
る
他
は
な
か
っ
た
。
そ
の
照
会
、
意
志
の
霞
律
の
概
念
が
、
先
験
的
欝
由
と
実
践
的
懲
由
と
の
結
合
を
可
能
な
ら
し
め

　
　
る
媒
介
と
な
る
。
意
志
の
欝
律
と
は
、
【
、
霞
分
筆
身
に
と
っ
て
法
則
で
あ
る
如
き
意
志
の
固
有
性
」
（
O
毎
匿
一
・
ω
・
凝
鳩
．
）
で
あ
り
、
意
志

　
　
が
農
律
的
で
あ
る
時
は
、
理
性
の
み
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
「
普
遍
的
立
法
の
単
な
る
形
式
」
（
瞬
．
昏
や
く
■
ω
．
黛
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

　
　
て
、
現
象
界
に
属
す
る
そ
の
内
容
に
は
規
定
さ
れ
な
い
か
ら
、
自
然
の
因
果
挫
か
ら
独
立
で
あ
る
。
従
っ
て
意
志
の
肖
律
が
認
め
ら
れ
る



　
　
な
ら
ば
、
実
践
的
及
び
先
験
的
の
二
つ
の
意
味
に
於
け
る
撃
壌
な
る
因
果
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
カ
ン
ト
は
非
決
定
論
の
自
由
を
と
る

　
　
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
意
志
が
何
ら
か
の
根
拠
一
こ
の
場
合
は
理
性
の
法
則
i
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
自
然
の
法

　
　
則
に
従
う
先
立
つ
原
因
で
な
け
れ
ば
か
ま
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
意
志
の
霞
律
は
行
為
の
必
然
的
前
提
と
し
て
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
道
徳
法
則
は
行
為
に
於
け
る
理
性
の
事
実
と
し
て
与
え
ら
れ
て

　
　
い
る
。
理
性
的
存
在
者
は
行
為
に
於
い
て
は
一
切
の
欲
盟
か
ら
独
立
に
、
か
か
る
法
則
に
従
っ
て
行
為
し
得
る
こ
と
を
蔚
提
と
せ
ね
ば
な

　
　
ら
ぬ
。
我
々
が
若
し
傍
観
者
、
心
理
学
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
周
囲
の
変
化
や
他
人
の
行
為
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
蔭
然
的
因

　
　
果
挫
の
範
疇
を
用
い
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
我
々
は
事
物
が
一
定
の
法
則
に
従
っ
て
規
躍
的
に
継
起
す
る
の
を
観
察
す
る
で
あ
ろ
う
。
併

　
　
し
我
々
が
自
ら
行
為
の
主
体
と
し
て
実
践
に
の
ぞ
む
な
ら
ば
、
単
に
観
察
す
る
こ
と
を
や
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
行
為
し
よ
う
と
し
な
が
ら
も

　
　
理
論
的
観
察
の
立
場
に
留
ま
る
な
ら
ば
、
理
性
は
そ
の
内
都
に
矛
贋
を
生
じ
て
、
結
周
行
為
は
起
ら
な
い
。
行
為
す
る
為
に
は
、
事
物
が

　
　
単
に
生
ず
る
の
で
は
な
く
て
、
主
体
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
得
る
こ
と
を
前
提
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
然
的
図
果
性
を
離
れ
て
自
由
の

　
　
因
果
性
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
理
髪
的
存
在
者
は
行
為
に
於
い
て
は
、
自
己
の
理
性
的
な
意
志
が
行
為
の
源
泉
で
あ
り
、
そ
の
原
理

　
　
に
従
っ
て
働
き
得
る
こ
と
を
前
提
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
（
Ψ
増
¢
嵩
低
一
．
　
G
Q
．
　
刈
α
　
眺
’
）

　
　
　
カ
ン
ト
の
解
決
は
人
馬
の
実
践
的
境
位
に
対
す
る
深
い
洞
察
に
基
づ
い
て
い
る
。
併
し
他
面
に
於
い
て
、
そ
の
解
決
は
彼
の
提
出
し
た

　
　
階
由
の
問
題
を
全
颪
的
に
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
カ
ン
ト
の
要
求
し
た
先
験
的
自
由
に
は
、
「
薗
然
法

　
　
則
に
従
っ
て
経
過
す
る
現
象
の
一
系
列
を
自
ら
始
め
る
能
力
」
（
M
〈
●
山
■
H
．
＜
．
切
．
湛
圃
鼻
）
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。
カ
ン
ト
は
行
為
の
責
任

　
　
の
可
能
の
為
に
、
か
か
る
自
由
を
特
に
重
視
し
た
。
（
搾
（
副
・
ワ
＜
■
ω
■
憲
ω
ご
併
し
意
志
の
自
律
は
、
か
か
る
自
発
的
な
行
為
の
能
力
と

　
　
し
て
の
自
由
と
直
ち
に
岡
じ
で
な
い
。
従
っ
て
平
筆
の
問
題
が
、
遵
徳
法
則
の
事
実
を
媒
介
と
す
る
意
志
の
自
律
と
し
て
解
決
さ
れ
た
時
、

　
　
宙
発
性
と
し
て
の
意
志
の
虞
由
の
問
題
は
ま
だ
未
鰐
決
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
そ
れ
は
や
が
て
シ
ェ
リ
ン
グ
の
問
題
と
な
る
。
）
そ

　
　
し
て
カ
ン
ト
は
こ
の
意
味
の
自
由
を
立
て
よ
う
と
す
る
時
に
は
．
直
接
に
「
叡
知
的
存
在
の
意
識
」
に
訴
え
て
、
形
而
上
学
的
な
解
決
を
は
か
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52
8
　
っ
て
い
る
か
に
み
え
る
。
（
囚
．
伍
も
・
＜
●
ω
．
這
㎝
h
．
）
カ
ン
ト
は
窟
由
の
問
題
を
全
面
的
、
統
一
的
に
解
決
し
た
と
書
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
こ
の
欠
陥
は
悪
の
自
由
の
問
題
に
於
い
て
あ
ら
わ
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
多
く
の
場
合
に
薗
密
な
意
志
と
道
徳
法
制
に
服

　
　
す
る
意
志
と
を
同
視
し
て
い
る
が
、
善
い
行
為
だ
け
が
臨
由
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
若
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
義
務
や
費

　
　
任
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
カ
ン
ト
も
「
基
礎
づ
け
」
の
あ
る
箇
所
で
、
入
間
は
傾
向
性
や
衝
動
に
対
し
て
で
は
な
く
、

　
　
「
そ
れ
ら
が
格
率
に
影
響
し
て
意
志
の
理
性
法
則
を
損
う
の
を
許
す
こ
と
に
対
し
て
責
任
を
負
う
」
と
書
っ
て
い
る
。
（
ω
・
G
。
G
。
）
そ
し
て

　
　
周
知
の
如
く
宗
教
論
に
於
い
て
は
悪
を
為
す
自
由
の
問
題
を
積
極
的
に
論
じ
て
い
る
。
併
し
そ
う
す
る
と
其
所
で
は
進
ん
で
理
性
の
法
羅

　
　
に
反
い
て
悪
を
為
す
自
由
が
問
題
な
の
で
あ
る
か
ら
、
も
は
や
意
志
の
自
律
で
は
解
決
に
な
ら
な
い
。

　
　
　
こ
の
困
難
な
問
題
を
、
カ
ン
ト
が
先
に
意
志
の
自
律
の
問
題
を
解
決
し
た
の
と
岡
じ
方
向
に
沿
っ
て
考
え
る
と
し
た
ら
、
次
の
よ
う
に

　
　
考
え
る
他
は
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。
我
々
は
行
為
に
於
い
て
禧
異
な
る
二
つ
の
自
由
を
前
提
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
婦
女
は
一
方
に
於
い

　
　
て
、
理
性
の
法
則
に
従
う
限
り
に
於
い
て
自
ら
を
自
由
と
考
え
る
。
行
為
の
主
体
と
し
て
こ
の
前
提
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
併
し

　
　
他
方
に
於
い
て
我
々
は
、
か
か
る
自
由
の
限
界
が
我
々
慮
身
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
考
え
る
。
即
ち
、
善
い
行
為
と
悪
い
行
為
と
を
選

　
　
び
得
る
と
い
う
新
し
い
意
味
に
於
い
て
自
ら
を
自
由
で
あ
る
と
み
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
の
自
由
概
念
が
我
々
の
理
性
的
に
行
為
し
得

　
　
る
範
囲
に
依
存
し
て
い
る
の
に
対
し
、
第
二
の
そ
れ
は
理
盤
的
な
行
為
と
非
理
姓
的
な
行
為
と
を
選
択
す
る
自
由
で
あ
り
、
何
ら
の
理
由

　
　
な
し
に
単
な
る
恣
意
か
ら
行
為
す
る
能
力
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
我
々
は
こ
の
場
合
に
も
な
お
行
為
が
外
的
な
原
國
に
よ
っ
て
規
定
さ

　
　
れ
な
い
こ
と
を
主
張
し
得
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
偶
然
の
支
配
下
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
か
る
理
由
な
き
行
為
を
積
極
的
な
自
由

　
　
と
み
な
す
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
我
々
は
行
為
に
於
い
て
は
こ
れ
ら
の
相
異
な
る
二
つ
の
自
由
を
前
提
と
せ

　
　
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
で
な
け
れ
は
義
務
と
責
任
の
観
念
が
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
雪
崩
の
実
践
難
解
、
決
は
、
あ
る
意
味
で
は
そ
れ
だ
け
で
充
分
に
強
い
根
拠
に
立
っ
て
い
る
。
我
々
は
自
由
が
自
然
的
因
果
性
と
両
立
し

　
　
て
も
し
な
く
て
も
、
行
為
に
於
い
て
は
必
然
的
に
濤
己
を
自
由
と
み
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
こ
の
主
張
は
道
徳
以
外
の
他
の
立
場
を
考



　
　
え
る
時
、
そ
れ
と
の
調
停
が
必
要
に
な
る
。
独
断
的
形
而
上
学
や
科
学
の
立
場
か
ら
は
、
自
由
は
自
然
を
支
配
す
る
因
果
的
必
然
と
両
立

　
　
し
な
い
と
い
う
非
難
が
為
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
と
り
除
い
て
霊
徳
が
少
く
と
も
不
．
芝
桜
で
は
な
い
こ
と
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ

　
　
し
て
そ
れ
は
理
論
暫
学
の
妊
務
で
あ
る
。
肖
由
と
必
然
の
矛
盾
は
両
煮
が
ひ
と
し
く
人
間
の
う
ち
に
存
在
す
る
と
考
え
得
る
こ
と
を
示
す

　
　
場
合
に
の
み
除
か
れ
る
。
併
し
そ
の
こ
と
は
人
間
を
隅
じ
意
味
に
於
い
て
の
み
考
え
る
な
ら
ば
明
か
に
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
人
闘
が

　
　
二
つ
、
或
い
は
そ
れ
以
上
の
異
な
っ
た
立
場
か
ら
見
ら
れ
得
る
こ
と
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
カ
ン
ト
は
第
一
批
判
に
於
い
て
、
e
暗
闘
及
び
空
間
は
独
立
の
実
在
で
も
、
実
在
の
単
な
る
牲
質
で
も
な
く
て
、
感
牲
の
形
式
で
あ
り
、

　
　
感
覚
及
び
そ
れ
に
示
さ
れ
る
物
理
的
対
象
は
、
こ
の
形
式
を
通
じ
て
の
み
人
間
の
心
に
与
え
ら
れ
得
る
こ
と
、
C
⇒
我
々
が
対
象
を
認
識
す

　
　
る
為
に
は
範
疇
を
用
い
て
思
惟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
雪
避
は
感
覚
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
思
惟
の
自
発
的
な
原

　
　
理
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
明
か
に
し
た
。
か
か
る
考
え
に
立
っ
て
、
し
か
も
、
我
々
は
物
識
に
於
い
て
は
我
々
か
ら
独

　
　
立
に
実
在
す
る
一
つ
の
世
界
に
関
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
前
提
を
と
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
直
ち
に
、
我
々
の
認
識
す
る
世
界
が
そ
れ
露

　
　
身
に
於
い
て
あ
る
世
界
と
同
視
せ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
結
論
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
（
そ
れ
は
感
覚
の
他
に
実
在
は
な
い
と
主

　
　
張
す
る
現
象
諭
、
及
び
我
々
は
実
在
を
あ
る
が
ま
ま
に
知
り
得
る
と
主
張
す
る
先
験
的
実
在
論
の
両
者
に
よ
っ
て
斥
け
ら
れ
る
。
）
そ
し
て

　
　
カ
ン
ト
は
外
界
の
認
識
に
関
す
る
こ
の
理
論
を
自
我
の
認
識
に
も
適
卑
し
、
自
我
も
認
識
の
対
象
と
し
て
は
現
象
的
自
我
と
し
て
、
自
発

　
　
的
な
認
識
作
梢
の
主
体
と
し
て
は
現
象
界
の
法
鋼
に
従
わ
な
い
自
我
霞
体
と
し
て
、
二
つ
の
異
な
っ
た
立
場
か
ら
見
ら
れ
得
る
こ
と
を
明

　
　
か
に
し
た
。
カ
ン
ト
は
我
々
が
自
我
自
体
の
糞
婆
的
な
働
き
を
直
接
に
意
識
す
る
と
さ
え
言
っ
て
い
る
。
（
ゆ
・
　
日
こ
n
“
…
…
目
α
隔
W
．
　
》
謬
醤
p
撃
）
そ
れ

　
　
自
身
と
し
て
の
自
我
が
、
内
感
を
触
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
肉
筆
の
諏
識
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
い
う
時
、
そ
の
困
難
は
、
確
か
に
、
外

　
　
界
の
認
識
の
場
合
に
も
ま
し
て
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
そ
れ
は
箏
態
そ
の
も
の
の
困
難
で
あ
る
。
霞
我
の
認
識
に
於
い
て
は
、

　
　
常
に
、
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
る
自
我
か
ら
区
甥
さ
れ
る
認
識
の
作
用
が
あ
り
、
そ
の
作
用
は
如
何
に
反
省
を
重
ね
て
も
、
決
し
て
そ
れ

　
　
自
身
と
し
て
は
把
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
が
あ
る
。
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七
四

　
物
霞
体
と
現
象
の
区
別
に
関
す
る
カ
ン
ト
の
理
論
は
、
結
局
、
人
聞
の
経
験
的
知
識
を
反
省
し
て
、
認
識
の
対
象
が
実
在
の
全
部
で
は

な
い
こ
と
を
雷
わ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
科
学
的
認
識
は
あ
ら
ゆ
る
実
在
と
人
間
生
活
と
を
研
究
の
対
象
と
す
る
に
拘
ら
ず
、
そ
れ
霞

身
一
つ
の
立
場
で
あ
っ
て
一
定
の
仮
定
に
立
っ
て
い
る
。
科
学
は
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
仮
定
を
行
う
の
み
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
方
法
に
つ
い
て
の
仮
定
は
既
に
対
象
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
仮
定
、
側
え
ば
そ
れ
が
糠
働
に
従
う
と
い
う
よ
う
な
仮
定
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
定
の
方
法
を
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
研
究
す
る
主
体
の
性
格
に
つ
い
て
も
あ
る
仮
定
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
科
学
も
他
の
立
場
と
同
様
に
、
部
分
的
、
権
限
的
だ
る
こ
と
を
免
が
れ
ず
、
科
学
の
他
に
も
実
在
や
宙
我
を
見
る
多
く
の
正
当
な

る
立
場
の
可
能
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
、
科
学
者
は
彼
の
対
象
が
因
果
的
に
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と

す
る
が
、
上
方
に
於
い
て
、
科
学
す
る
彼
自
身
は
自
由
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
、
理
性
の
原
理
に
従
っ
て
思
惟
し
、
真
理
と
誤
謬
と
を
区
別

し
得
る
自
由
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
人
間
の
行
為
を
、
科
学
や
心
理
学
の
立
場
か
ら
は
霞
然
因
果
的
に
規
定
せ
ら

れ
た
も
の
と
し
て
、
道
徳
的
行
為
の
立
場
か
ら
は
理
趣
的
な
行
為
の
原
理
に
従
い
得
る
関
越
な
も
の
と
し
て
、
二
つ
の
異
な
っ
た
立
場
か

ら
見
る
こ
と
に
矛
履
は
な
い
の
で
あ
る
。

七

　
カ
ン
ト
の
行
っ
た
定
書
的
命
法
の
基
礎
づ
け
は
、
結
局
、
次
の
四
つ
の
議
論
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
O
定
細
岡
命
法
の
方
式
は
、

普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
道
徳
的
覇
断
を
分
析
し
、
そ
の
究
極
の
前
提
と
綱
約
を
求
め
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
原
理
は
あ

ら
ゆ
る
遵
徳
的
判
断
の
．
司
能
の
根
拠
で
あ
る
。
◎
そ
の
原
理
は
理
性
の
事
実
と
し
て
与
え
ら
れ
、
我
々
は
そ
の
必
然
性
を
漉
接
に
把
握
す

る
。
鈎
理
性
的
存
在
者
は
行
為
に
於
い
て
は
自
由
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
自
己
の
理
牲
的
な
意
志
が
行
為
の
源
泉
で
あ
り
、
そ
の
原
理
に
従

っ
て
働
ら
き
得
る
こ
と
を
前
提
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
鋤
以
上
の
よ
う
に
前
提
す
る
こ
と
は
、
科
学
の
前
提
で
あ
る
自
然
的
因
果
性
と
矛
質

し
な
い
。



　
　
　
カ
ン
ト
は
◎
の
議
論
だ
け
を
狭
義
の
演
繹
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
が
、
本
来
は
e
と
㈲
と
を
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
簸

　
　
も
広
い
意
味
に
於
い
て
は
㈹
を
も
含
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
の
か
ら
■
信
⇒
迄
は
カ
ン
ト
の
道
徳
哲
学
で
あ
り
、
㈱
は
そ
の
理
論
哲
学

　
　
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
道
徳
暫
学
は
、
そ
れ
自
身
と
し
て
は
、
理
論
哲
学
や
形
爾
上
学
の
援
助
を
ま
た
ず
に
存
立
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
既

　
　
に
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
に
は
屡
々
強
い
形
而
上
学
的
傾
陶
が
あ
り
、
定
書
翁
面
法
は
叡
知
的
世
界
の
成
員
と
し
て
の
本
来
的
瀦
己
の

　
　
意
志
に
一
致
す
る
か
ら
、
そ
れ
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
よ
う
な
議
論
も
み
ら
れ
る
。
併
し
時
折
の
形
而
上
学
的
傾
向
に
も
拘
ら
ず
、

　
　
カ
ン
ト
の
強
調
す
る
重
点
は
、
む
し
ろ
、
意
志
の
理
性
的
な
性
格
に
あ
る
。
我
々
は
理
憶
的
存
在
者
と
し
て
理
姓
の
客
観
的
法
則
を
必
然

　
　
的
に
把
握
す
る
。
そ
し
て
こ
の
法
則
は
不
完
全
な
理
性
的
存
在
者
に
対
し
て
は
定
書
的
命
法
と
し
て
迫
る
の
で
あ
る
。
法
則
か
ら
命
法
へ

　
　
の
移
行
の
為
に
何
ら
特
甥
な
形
而
上
学
的
議
論
を
必
要
と
は
し
な
い
。
叡
知
的
世
界
が
感
性
器
世
界
の
根
拠
で
あ
る
と
い
う
主
．
張
は
、
此

　
　
の
移
行
を
理
論
的
に
強
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
移
行
の
妥
当
を
証
明
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
議
論
で
は
な
い
。
理
論
哲
学
や
形

　
　
幽
霊
学
は
、
当
為
の
原
理
で
あ
る
道
徳
法
則
を
直
接
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
定
書
的
命
法
の
基
礎
づ
け
に
そ
れ
ら
を

　
　
必
要
と
も
し
な
い
。
カ
ン
ト
で
は
却
っ
て
形
而
上
学
的
理
念
が
道
徳
馬
面
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
併
し
道
徳
が
科
学
に
対
し
て
、
そ
れ
と

　
　
両
立
し
得
る
為
に
は
、
自
由
の
問
題
に
関
し
て
両
者
の
間
を
調
停
す
る
理
論
哲
学
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
カ
ン
ト
の
議
論
の
中
心
を
な
す
も
の
は
、
結
燭
、
理
性
の
自
覚
の
議
論
で
あ
る
。
理
性
に
は
理
論
的
及
び
実
践
的
の
相
異
な
る
働
き
が

　
　
あ
る
が
、
そ
れ
は
何
れ
の
場
合
に
も
自
己
の
必
然
的
な
働
き
を
霞
覚
す
る
。
そ
の
自
覚
は
理
性
の
働
き
の
中
に
現
わ
れ
る
原
理
を
通
じ
て

　
　
行
わ
れ
る
。
か
か
る
原
理
は
日
常
の
思
権
や
行
為
の
中
に
不
完
全
な
が
ら
も
現
わ
れ
て
い
る
。
併
し
カ
ン
ト
の
考
え
で
は
、
我
々
は
そ
れ

　
　
ら
の
原
理
を
「
経
験
的
な
諸
条
件
」
か
ら
き
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
團
く
■
氏
■
弓
．
＜
．
o
Q
■
ω
G
◎
）
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
原
理
の
そ

　
　
れ
自
身
に
於
け
る
必
然
性
、
及
び
、
経
験
的
判
断
の
条
件
と
し
て
の
必
然
性
を
、
薩
接
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
へ

　
　
　
理
性
の
実
践
的
自
覚
は
単
な
る
思
惟
の
磨
覚
で
は
な
く
て
、
熱
時
に
理
姓
的
な
意
志
の
自
覚
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
こ
に
は
、
自
覚
さ
れ

　
　
る
原
理
と
自
覚
す
る
思
惟
の
働
き
と
の
閲
に
種
甥
の
相
違
の
な
い
理
論
的
虞
覚
の
場
合
に
も
ま
し
て
、
大
き
な
困
難
が
あ
る
か
も
し
れ
な

558　
　
　
　
　
　
定
言
的
命
法
の
基
礎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



　
　
　
　
　
　
折
口
灘
掌
研
究
幽
第
四
誓
八
－
で
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

56
8
　
い
。
併
し
此
の
意
志
の
心
覚
は
、
我
々
の
あ
ら
ゆ
る
道
徳
的
判
断
の
う
ち
に
、
実
際
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
善
き
意
志
の

　
　
鰐
鳥
は
カ
ン
ト
も
認
め
る
よ
う
に
理
念
で
あ
る
。
（
○
邑
鶴
富
鳥
一
．
　
ω
．
　
c
O
蒔
）
実
践
的
法
則
は
格
率
と
は
異
な
っ
て
、
実
際
に
従
わ
れ
る
と
は
限
ら

　
　
な
い
。
併
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
此
の
理
念
は
そ
れ
を
抱
く
理
性
的
存
在
者
の
意
志
の
う
ち
に
、
何
ら
か
の
程
度
に
於
い
て
働
い
て
い
る
。

　
　
若
し
此
の
理
念
が
我
々
に
何
ら
の
実
践
的
影
響
を
与
え
得
な
い
な
ら
ば
、
道
徳
と
は
我
々
に
と
っ
て
何
の
意
味
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
カ

　
　
ン
ト
の
考
え
で
は
、
悪
人
が
法
則
を
犯
す
時
で
さ
え
、
そ
の
権
威
は
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
一
び
㌶
“
）

　
　
　
意
志
の
理
盤
的
性
格
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
自
然
的
傾
向
性
の
抑
圧
を
意
味
し
な
い
。
痴
然
的
傾
向
性
を
根
絶
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、

　
　
「
無
益
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
有
害
に
し
て
非
難
に
値
す
る
。
」
（
沁
象
α
Q
・
ω
・
欝
｛
・
）
カ
ン
ト
は
此
の
故
に
、
僧
侶
の
禁
欲
主
義
的
修
行
を

　
　
「
徳
の
命
全
に
対
す
る
ひ
そ
か
な
憎
悪
」
を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
斥
け
る
。
（
悪
血
e
ω
e
↓
奏
Φ
盈
周
。
ξ
p
ω
．
ω
蟄
）
純
粋
実
践
理
性
は

　
　
幸
福
に
対
す
る
一
切
の
要
求
を
放
棄
す
る
こ
と
を
命
ず
る
の
で
は
な
く
、
義
務
が
問
題
で
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で

　
　
な
い
こ
と
を
命
ず
る
に
過
ぎ
な
い
。
道
徳
法
則
に
反
し
な
い
叢
り
は
誰
で
も
自
分
の
幸
福
を
追
求
す
る
権
利
が
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

　
　
困
窮
は
「
義
務
の
違
反
へ
の
大
き
な
誘
惑
」
に
な
る
か
ら
、
幸
福
の
追
求
は
間
接
の
義
務
で
さ
え
あ
る
。
（
○
盗
電
『
ω
●
H
①
）
　
カ
ン
ト
は

　
　
「
基
礎
づ
け
」
に
於
い
て
、
純
粋
な
道
徳
的
意
志
の
理
念
は
、
「
感
性
的
欲
望
に
触
発
さ
れ
る
意
志
」
に
対
し
て
、
言
は
ば
、
範
疇
が
感
性

　
的
世
界
の
直
観
に
対
す
る
の
と
同
じ
閣
係
に
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
（
ω
．
c
。
G
。
h
）
三
牲
的
意
志
は
、
単
に
欲
望
を
抑
醒
す
る
も
の
で
は

　
な
く
て
、
却
っ
て
そ
れ
を
ま
と
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
広
く
実
現
す
る
た
め
の
条
件
で
あ
る
。

　
　
カ
ン
ト
は
道
徳
を
感
情
に
基
礎
づ
け
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
は
道
徳
に
於
け
る
感
情
の
役
割
を
認
め
、
入
間
は
自
発
的
、
受
容
的

　
　
の
二
重
構
造
を
本
性
と
す
る
か
ら
、
そ
の
意
志
規
定
は
受
容
性
の
側
か
ら
も
道
徳
の
方
へ
お
し
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
よ
く
理
解

　
し
て
い
た
。
義
務
の
意
識
は
一
面
に
於
い
て
は
、
常
に
｝
，
道
徳
法
則
に
対
す
る
尊
敬
」
（
匿
・
儒
’
唱
■
＜
●
O
Q
．
り
α
）
の
感
情
で
あ
る
。
か
か
る

　
　
「
道
徳
的
感
情
」
は
「
法
則
を
絡
率
に
す
る
た
め
の
動
機
」
と
し
て
役
立
ち
、
か
か
る
感
情
な
し
に
は
義
務
の
意
識
は
行
為
に
発
動
し
な

　
　
い
。
併
し
重
要
な
こ
と
は
、
感
情
が
義
務
の
意
識
に
基
づ
く
の
か
、
義
務
の
意
識
が
感
情
に
基
づ
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て



　
　
カ
ン
ト
の
考
え
で
は
、
尊
敬
は
決
し
て
法
則
に
先
立
っ
て
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
義
務
の
意
識
は
如
何
に
固
く
感
情

　
　
に
結
び
つ
い
て
い
よ
う
と
も
、
感
情
そ
の
も
の
は
義
務
の
基
礎
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
強
い
道
徳
的
感
情
は
、
そ
れ
に
反
す
れ
ば
不

　
　
快
を
招
く
こ
と
に
な
る
か
ら
、
幸
橿
の
群
書
丹
荘
法
を
基
礎
づ
け
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
併
し
我
々
が
何
故
に
、
無
下
約
的
に
、
か
か
る

　
　
感
情
に
従
っ
て
行
為
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
感
情
は
義
務
の
必
然
性
を
暴
礎
づ
け
得
な
い
の
み
で
な
く
、
義

　
　
務
の
理
性
的
な
意
識
が
な
か
っ
た
ら
、
感
情
も
速
か
に
消
滅
し
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
今
β
で
は
実
践
理
姓
と
い
う
言
葉
は
も
は
や
あ
ま
り
璽
ん
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
。
道
徳
に
於
け
る
理
牲
の
働
き
を
重
視
す
る
人
々
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
於
い
て
も
、
理
性
の
理
論
的
な
働
き
を
偏
重
す
る
玉
手
が
強
い
。
例
え
ば
ム
ー
ア
や
ロ
ス
の
藪
覚
主
義
は
、
所
謂
「
降
然
主
義
的
誤
謬
」

　
　
を
斥
け
る
超
越
的
な
価
値
観
に
立
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
カ
ン
ト
の
立
場
に
通
ず
る
所
も
あ
る
が
、
結
局
は
、
あ
る
種
の
善
い
、
或
い
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
正
し
い
事
物
に
つ
い
て
の
個
々
携
々
の
輿
理
に
対
す
る
知
的
直
覚
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
強
い
主
知
主
義
的
傾
向
を
特
徴
と
す
る
。

　
　
併
し
意
欲
か
ら
全
く
分
離
せ
ら
れ
た
理
性
は
、
如
何
に
し
て
絶
対
的
な
善
や
道
徳
の
命
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
道
徳
の
命
題

　
　
は
単
な
る
理
諭
的
命
題
と
は
異
な
り
、
人
間
の
情
緒
的
、
意
欲
的
態
度
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
代
の
情
緒
主
義

　
　
倫
理
学
も
あ
る
意
味
で
は
か
か
る
主
知
主
義
的
傾
向
に
対
す
る
不
満
か
ら
生
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
併
し
情
緒
主
義
は
倫
理
的
判

　
　
断
に
於
け
る
意
欲
的
要
素
を
認
め
て
そ
れ
を
知
識
か
ら
区
癒
し
て
も
、
理
性
的
な
意
志
を
認
め
な
い
か
ら
、
倫
理
的
判
断
は
単
な
る
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
的
情
精
や
好
・
悪
の
感
情
の
表
現
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
強
い
主
観
主
義
的
、
懐
疑
論
的
傾
向
を
免
れ
な
い
。
ひ
い
て
は
倫
理
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
そ
の
も
の
が
規
範
性
を
失
っ
て
、
「
心
理
学
及
び
社
会
学
の
一
部
門
砿
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
人
間
の
能
力
を
一
方
に
は
理
論
理

　
　
性
、
他
方
に
は
盲
環
的
な
意
欲
と
い
う
よ
う
に
き
り
離
し
て
考
え
、
そ
の
間
に
実
践
理
性
と
い
う
綜
合
的
な
働
き
を
認
め
な
い
こ
と
か
ら

　
　
く
る
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、
こ
の
点
に
於
い
て
、
情
緒
主
義
は
却
っ
て
主
知
主
義
と
共
通
の
前
提
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
我
々
が

　
　
単
に
傍
観
的
に
入
間
一
般
の
実
践
を
分
析
す
る
な
ら
ば
、
主
観
主
義
庸
や
懐
疑
論
者
た
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
併
し
観
禦
を
離
れ
て
霞

　
　
ら
行
為
の
主
体
と
し
て
実
践
に
の
ぞ
む
時
に
は
、
今
、
此
所
で
、
何
を
為
す
べ
き
か
が
緊
急
の
重
大
事
と
な
り
、
真
剣
に
自
己
の
実
践
の

578　
　
　
　
　
定
雷
鳴
命
法
の
基
礎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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七
八

客
観
的
規
準
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
我
々
が
か
か
る
立
場
か
ら
遵
徳
を
問
題
と
す
る
時
に
は
、
現
在
で
は
あ
ま
り
人
気
の
な
い

実
践
理
性
と
い
う
書
葉
の
意
味
を
、
も
う
一
度
よ
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
（
1
）
　
9
じ
づ
“
窯
o
o
目
ρ
℃
昏
ざ
帯
ぼ
騨
費
ざ
2
や
δ
●

　
（
2
）
　
o
頃
．
◎
や
鼠
『
や
×
”
ワ
置
蒔

　
（
3
）
　
o
瞥
艶
魯
》
器
さ
い
舞
融
舞
σ
q
o
”
8
壁
爵
磐
山
じ
。
α
q
登
§
巷
「
＜
H
．

　
（
4
）
　
o
℃
．
9
幹
や
に
b
◎
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
蜜
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
〔
哲
学
〕
博
士
課
程
学
生
）
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description　have　not　misrepresented　Brentano’s　thought　substantially

TSae　FOMnda伽麹of薇e　Categorical　1即erat量ve

妙Seik三〇guma

　　1〈ant’s　“Dedul〈tion”　of　tlie　categorical　imperative　consists　of　four　argu－

ments．　They　are：

　　（1）　The　formulae　of　the　categorical　imperative　were　discovered　by

analysing　the　implication　of　ordinary　moral　judgements　and　are　accerdingly

the　necessary　conditions　of　all　moral　laws　and　judgements．

　　（2）　These　principles　are　given　us　as　“fact　oi　pure　reason”．

　　（3）　We　mus£　presuppose　in　action　that　we　are　£ree．

　　（4）　This　pyesupposition　of　freedom　is　not　incompatib｝e　with　the　causal

necessity　which　we　know　to　prevail　in　nature．

　　（1），　（2）　and　（3）　are　Kant’s　moral　philosophy　and　（4）　is　his　theore－

tical　philosophy．　Hi＄　moral　philosophy　stands，　in　itself，　independent　of　his

theoretical　philosophy．　The　latter　cannot　discover　and　justify　the　moral

principles．　lt　only　makes　morality　compatible　with　science　by　reconciling

freedom　wi’th　the　causal　necessity．

り
山


